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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年5月6日(2010.5.6)

【公開番号】特開2009-94617(P2009-94617A)
【公開日】平成21年4月30日(2009.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2009-017
【出願番号】特願2007-260841(P2007-260841)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/208    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   7/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/208   　　　　
   Ｈ０４Ｎ   7/01    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月18日(2010.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　そこで、図１の実施の形態として実現されている本発明の画像処理装置においては、高
フレームレート変換部１１の他さらに、撮像ボケの改善を目的として、即ち、人間の網膜
上におけるボケの特性を図２の曲線h0から曲線h2のように改善することを目的として、撮
像ボケ特性検出部１２と撮像ボケ抑制処理部１３とが設けられているのである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
　加算部５４は、入力信号Ｔ１に対して、減算部５３の出力信号Ｕ３を加算し、その結果
得られる信号Ｕ４（＝Ｔ１＋Ｕ３）をクリップ部５５に出力する。即ち、図９の波形の信
号Ｕ４がクリップ部５５に入力されることになる。
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